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特別損失及び法人税等調整額（益）の計上 

並びに通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年３月期第４四半期会計期間（2025年１月1日～2025年３月31日）において、下記のとお

り特別損失及び法人税等調整額（益）を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

また、2024年５月14日に公表いたしました2025年３月期の連結業績予想と実績値に差異が生じました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失（減損損失）の計上について 

（１） 特別損失（減損損失）の計上 

当社が保有する一部の固定資産について将来の回収可能性などを総合的に検討した結果、減

損損失255百万円を特別損失に計上することといたしました。 

 

（２） 業績に与える影響 

上記の特別損失の計上は、本日公表の「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に反

映しております。 

 

２． 法人税等調整額（益）の計上について 

（１） 法人税等調整額の計上 

繰延税金資産の評価見直しを行ったことに加え、現時点での将来の課税所得を見積り、将来減

算一時差異および繰越欠損金が利用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で繰延税金資

産を認識した結果、当第４四半期連結会計期間に法人税等調整額（益）225百万円を計上するこ

とといたしました。また、2025 年３月期連結会計年度における法人税等調整額の計上額は△34

百万円となりました。 

 

（２） 業績に与える影響 

上記の法人税等調整額の計上は、本日公表の「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」

に反映しております。 

 

 



３． 通期連結業績予想と実績値との差異について 

（１）2025年３月期 通期連結業績予想と実績値の差異（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）差異の理由 

当連結会計年度におきましては、ブライダル関連事業において、施行単価は増加したものの、施

行数が減少したことにより、売上高・営業利益・経常利益が予想を下回る結果となりました。親会

社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記１．にて記載したとおり、固定資産の減損損失

の計上等により、予想を下回る結果となりました。 

以 上 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予測（Ａ) 27,158 1,000 900 560 19.24 

実績値（Ｂ) 26,179 803 700 314 1.04 

増減額（Ｂ－Ａ) △978 △196 △199 △245  

増減率（％） △3.6 △19.6 △22.2 △43.9  

前期実績（参考） 

（2024 年３月期） 
26,639 929 837 619 23.67 


